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朝カル竹内和夫氏の指導から朝カル竹内和夫氏の指導から
　

文
芸
同
人
誌
「
八
月
の
群
れ
」
が
発
足
し
た
の
は
、
一
九
八
一
年

八
月
の
こ
と
で
し
た
。
今
年
で
三
九
年
目
、
発
行
号
数
七
〇
号
、
人

で
言
う
な
ら
ば
、
古
希
を
迎
え
ま
す
。

　

大
阪
堂
島
の
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
講
座
・
芥
川
賞
候
補

作
家
竹
内
和
夫
氏
の
「
小
説
実
習
」
の
受
講
生
の
有
志
が
集
ま
っ
て

創
刊
し
た
同
人
誌
で
す
。
誌
名
は
戦
争
の
惨
禍
を
忘
れ
な
い
た
め
終

戦
の
日
八
月
一
五
日
を
意
識
し
、
ま
た
大
阪
堂
島
で
危
な
げ
な
筏い
か
だに

乗
り
合
わ
せ
た
人
の
群
れ
に
由
来
し
ま
す
。

　

同
人
構
成
メ
ン
バ
ー
は
最
近
で
は
珍
し
い
こ
と
で
す
が
、
創
刊
当

初
か
ら
男
性
作
家
が
多
く
、
平
均
す
る
と
お
お
む
ね
男
女
半
々
と
い

う
と
こ
ろ
で
す
。
年
齢
構
成
は
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
今
回

貴
誌
か
ら
「
優
秀
賞
」
を
い
た
だ
い
た
葉
山
ほ
ず
み
や
「
準
優
秀
賞
」

の
山
咲
真
季
な
ど
若
手
も
お
り
、
書
き
手
の
中
核
で
す
。

　

当
初
は
受
講
生
だ
け
で
立
ち
上
げ
た
の
で
す
が
、
第
二
号
か
ら
竹

内
和
夫
氏
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
二
〇
一
七
年
六
月
一
八

日
の
「
父
の
日
」
に
逝
去
し
た
氏
が
闘
病
生
活
に
入
る
二
〇
一
三
年
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伸
び
や
か
な
合
議
制
と
安
い
掲
載
料

八
月
の
群
れ

八
月
の
群
れ

六
月
ま
で
長
年
、
編
集
責
任
者
と
し
て
作
品
の
事
前
審
査
、
掲
載
順

位
の
決
定
な
ど
を
行
い
、
『
八
月
の
群
れ
』
に
と
っ
て
大
き
な
存
在

で
し
た
。
氏
は
同
人
誌
と
同
人
誌
作
家
を
支
援
す
る
「
神
戸
エ
ル
マ

ー
ル
文
学
賞
」
、
大
阪
文
学
学
校
の
チ
ュ
ー
タ
ー
、
新
聞
社
の
同
人

誌
評
、
新
聞
社
の
読
者
文
芸
の
選
者
、
小
島
輝
正
文
学
賞
（
４
回
）
、

神
戸
ナ
ビ
ー
ル
文
学
賞
（
13
回
）
、
神
戸
エ
ル
マ
ー
ル
文
学
賞
（
11

回
）
の
選
考
委
員
、
神
戸
市
な
ど
地
方
自
治
体
主
催
の
文
芸
祭
の
審

査
委
員
な
ど
を
歴
任
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
同
人
誌
や
同
人
誌
作

家
支
援
、
発
掘
を
「
文
学
の
地
下
水
脈
の
発
掘
」
と
位
置
づ
け
、
生

涯
、
同
人
誌
の
仕
掛
け
人
と
自
称
し
、
情
熱
を
傾
け
、
そ
の
功
績
は

偉
大
で
し
た
。
で
す
か
ら
、
編
集
責
任
者
の
承
認
な
し
で
は
、
「
八

月
の
群
れ
」
の
同
人
に
な
る
こ
と
も
作
品
を
掲
載
す
る
こ
と
も
む
ず

か
し
か
っ
た
の
で
す
。
実
質
的
編
集
事
務
は
す
べ
て
同
人
代
表
が
し

て
い
ま
し
た
が
、
「
編
集
後
記
」
を
書
く
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
も
ち
ろ
ん
事
前
合
評
会
は
な
く
、
で
き
あ
が
っ
た
雑
誌
を
合
評

す
る
方
式
で
す
。
そ
う
し
た
な
か
、
一
九
八
九
年
、
突
然
『
八
月
の

群
れ
』
発
刊
の
経
緯
や
掲
載
作
品
の
可
否
、
同
人
加
入
決
定
等
に
異

議
を
唱
え
て
一
気
に
創
刊
同
人
、
中
核
同
人
五
人
が
、
退
会
し
た
の

で
す
。

　

そ
の
結
果
、
「
編
集
後
記
」
は
代
表
と
編
集
同
人
の
持
ち
回
り
と

な
り
、
竹
内
氏
は
作
品
を
読
み
、
掲
載
順
位
を
決
定
す
る
こ
と
だ
け

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
体
制
は
五
六
号
ま
で
続
き
ま
す
。

　

彼
が
入
退
院
を
繰
り
返
し
て
い
た
二
〇
一
三
年
九
月
（
五
七
号
）

兵
庫
県
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か
ら
「
八
月
の
群
れ
」
の
編
集
は
す
べ
て
「
編
集
委
員
会
」
の
合
議

で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
掲
載
を
希
望
す
る
同
人
は
、
五
人
の

編
集
委
員
に
メ
ー
ル
（
郵
送
は
一
人
の
み
）
で
作
品
を
送
り
、
各
編

集
委
員
は
読
ん
で
そ
の
批
評
を
作
者
の
み
な
ら
ず
編
集
委
員
全
員

に
メ
ー
ル
で
送
る
形
式
で
す
。
す
な
わ
ち
紙
上
合
評
会
で
す
。
各
編

集
委
員
は
す
べ
て
の
批
評
を
共
有
し
た
の
で
す
。
掲
載
順
位
も
巻
頭
、

巻
末
、
第
二
番
目
と
決
定
し
、
合
意
で
行
う
と
と
も
に
優
れ
た
作
品

優
先
、
若
手
優
先
が
編
集
委
員
会
の
総
意
で
し
た
。

　

同
人
全
員
で
の
合
評
会
は
、
過
去
の
経
緯
か
ら
各
号
発
行
後
に
行

い
ま
す
が
、
優
し
さ
の
な
か
に
厳
し
さ
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
特
に

忖
度
は
一
切
な
い
重
鎮
の
女
性
の
批
評
は
、
一
週
間
は
立
ち
直
れ
な

い
優
し
い
厳
し
さ
で
す
。
し
か
し
、
間
違
っ
て
い
な
い
た
め
恨
む
こ

と
も
出
来
な
い
の
で
す
。
「
八
月
の
群
れ
」
は
一
見
優
し
い
群
れ
に

見
え
ま
す
が
、
彼
女
が
元
気
で
い
る
か
ぎ
り
怖
い
群
れ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

し
か
し
、
合
議
制
の
編
集
委
員
会
方
式
に
な
っ
て
か
ら
、
あ
る
変

化
が
同
人
の
間
に
起
き
た
の
で
す
。
各
号
ご
と
の
応
募
作
品
数
が
多

く
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。
現
在
八
人
の
同
人
で
す
が
、
常
に
六
、

七
作
品
の
掲
載
が
続
い
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
今
ま
で
考
え
ら
れ

な
い
こ
と
で
し
た
。
お
そ
ら
く
同
人
各
位
が
自
由
に
伸
び
や
か
に
何

の
し
が
ら
み
も
な
く
作
品
を
気
楽
に
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
賜
た
ま
も
ので
は

な
い
か
、
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
掲
載
料
が
安
い
こ
と
も
原
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
各
同
人

合議による発展合議による発展──自由に伸びやかに自由に伸びやかに

「八月の群れ」合評会後の懇親会風景

同人雑誌紹介
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の
自
己
負
担
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
た
め
、
誌
発
行
費
も
原
稿

料
は
も
ち
ろ
ん
出
ま
せ
ん
が
、
年
会
費
は
月
１
０
０
０
円
、
ペ
ー
ジ

当
た
り
（
一
二
〇
〇
字
）
掲
載
料
は
２
０
０
円
で
す
。
四
〇
〇
字
詰

め
原
稿
用
紙
一
〇
〇
枚
の
作
品
で
約
６
８
０
０
円
な
の
で
す
。

　

ど
う
し
て
そ
ん
な
に
安
い
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
校
正
は
作
者

責
任
で
行
い
、
編
集
同
人
が
版
下
ま
で
作
成
し
て
完
全
原
稿
で
印
刷

所
へ
入
稿
す
る
か
ら
で
す
。

　

ま
た
「
八
月
の
群
れ
」
に
参
加
す
る
の
は
人
格
優
先
で
す
が
、
簡

単
で
す
。
作
品
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
二
編
集
委
員
の
承
認
が
あ

れ
ば
い
い
の
で
す
。

　

今
、
「
八
月
の
群
れ
」
は
「
代
替
わ
り
」
の
刻と
き

を
迎
え
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
、
わ
が
若
手
の
葉
山
ほ
ず
み
が
貴
誌
の
「
優
秀
賞
」
を

い
た
だ
け
る
こ
と
は
「
八
月
の
群
れ
」
が
新
し
い
群
れ
に
羽
化
す
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
貴
誌
に
心
か
ら
感
謝
い
た

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
文
責
／
野
元
正
）

「
八
月
の
群
れ
」

「
八
月
の
群
れ
」
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八月の群れ八月の群れ 安い掲載料が魅力安い掲載料が魅力

さあ、これから合評会


